
 

イディオムの変遷 ― チョーサーからディケンズへ 

 

広島大学 地村彰之 

 

０．はじめに 

 

語と語が構成する表現の意味が文字通りの内容を示すものから、段階的に

徐々に元の意味を感じさせないものになっていくことを、その表現がイディオ

ム化したと言います。本論では、イディオムの変遷の一端について、チョーサ

ーでは文字通りまたは文字通りに近い意味で使われていたと考えられる表現が、

ディケンズでは比喩的な意味になっているものについて考えます。それぞれの

用例について文脈を読みながら、個々のイディオムの微妙な意味を考えるきっ

かけにします。ただし、今回取り扱う表現は聖書との関わりがあることが指摘

されているので、聖書に見られる表現の変遷についても取り扱います。 

 

 「総序の詩」に登場する郷士  

 

「総序の詩」に登場する人物の中に郷士がいます。この人物の描写の中に本稿

において扱う    が見られます。この郷士は高等弁護士の後に紹

介されます。つまり、彼は、 年以後の法廷の訴訟事件や判例や法令を丸暗

記するほどの秀才であった高等弁護士の仲間としてその後に描写されます。高

等弁護士のまだらの姿と異なって、郷士については、はっきりとした白色の特

徴が直喩と隠喩によって語られます。州の知事で会計検査官をしていたと書か

れているが、この人には不正があったとは思われません。医学博士と違って腹

の座った人で、どうも自らの食生活については自分の健康を考えて細心の注意

を払わなかったようです。彼は食道楽をたしなむことが生活信条であったよう

で、作者はその和やかな楽しい雰囲気を喜んでいます。 

 

         

      

          

        

      

      

    



                             

        

       

       

        

          

       

       

        

                             

         

            

（髭は雛菊のように白く、顔色は真赤でした。朝は葡萄酒にひたしたパンをと

ても好んでいました。愉楽の生活が習慣になっていました。彼は、完全な快楽

こそ真に完全無欠の幸福なり、との意見を持したあのエピクロスの申し子とい

ってよい方でした。･･････この方のパンもそのビールも一様に上等のしろもの

でした。どこにも、これほどいい葡萄酒を倉に貯蔵している方はおりませんで

した。家には魚と肉に果物、それにまた香料を入れた焼きパンがいつも備えて

ありましたが、それもじつにたくさん、家には食べ物に飲み物、人が考えうる

限りのありとあらゆるご馳走がまるで雪の降るばかりに積っておりました。彼

は季節の変るごとに食事のメニューをかえました。･･････両刃の短剣や絹の財

布が朝の牛乳のような白い帯皮のところにぶら下がっておりました。）（桝井迪

夫訳、以下『カンタベリー物語』の訳は桝井によっています。また、引用文中

のアンダーラインは筆者のものです。） 

 

ローマ大学教授  氏は、 年 月 から 月 日まで専修大学で開

かれた平成 年度第 回国際公開講座「チョーサーとラングランド」において、

チョーサーがダンテなどのイタリアの作家たちから影響を受けた自然描写につ

いて講演をされましたが、そこではチョーサーの自然の中で雪に関する描写に

ついては説明がなされませんでした。しかも、雪が降るイメージとご馳走との

つながりについては述べられることはありませんでした。「家には食べ物に飲み

物、人が考えうる限りのありとあらゆるご馳走がまるで雪の降るばかりに積っ

ておりました。」における、この雪のメタファーは、イタリアの作家たちの描写

には存在せず、チョーサー的なものと考えられます。サンタクロースさながら、

おびただしく降る白い雪のごとくみんなにご馳走を振舞う郷士の姿は、新鮮な

イメージを提供してくれます。以上、ここでの    は、文字通り



「食べ物と飲み物」であると解釈できます。 

 『オックスフォード英語辞典』（ ）における    

今日の英語に存在している“meat”はもともと人間や動物が食べる食物一般を

意味し、“drink”のような液状の食べ物ではなくて固形の食べ物を意味してい

ました。そして、二つの語がワードペアーとして and を挟んで対に使われるこ

とが多かったのです。それが「こころからうれしいと思うこと」のような比喩

的な意味として用いられるようになりました。以下に『オックスフォード英語

辞典』から該当箇所を引用します。 

              

             

                

          

                  

                

                      

               

               

                        

                 

                      

                       

                 

                     

                  

                 

                      

                  

              

                         

             



             

                   
           

                     

                  

                 

                   

                           

                

                     

                

まず、  が食物一般を意味する最初の用例は、古期英語時代のベーダ『英

国民協会史』から引用されています。中期英語に入ってからもよく使われ、後

期にはチョーサーと同時代に生きたウイックリフからの用例（ 年頃）があ

げられています。腐っていく肉体を蛆虫の  （食べもの）と説明していま

す。近代英語においても継続して使われ、近代英語後期に入るとジョンソン博

士からの用例（ 年）があげられています。馬たちが一日中休息や  

（食べもの）なしで旅を続けることができないと説明を受けた内容です。 世

紀は詩人シェリーの用例やスティーヴンソンの例を取り上げています。このよ

うに、「一般の食物」から意味が狭くなって「食べものの中で食肉」に限られる

ようになっていく、  は 世紀初めまで使われていたようです。 

次に、    の比喩的意味は 世紀ごろから用いられています。特

に英語の聖書に多く使われ、 世紀まで用例が見られますので、息の長い表現

であることが分かります。聖書を中心によく使われる表現ということは、人々

の心の奥底に定着したものであるということです。ここで、聖書に見られる用

例を取り上げます。 

 

 聖書における    

 

年に  の支持を得て、 年に完成された    は『欽定

英訳聖書』   と呼ばれます。実質的には『ティンダル訳聖書』

（ － ）に基づいていると言われます。そこに     が使わ

れています。それが、 世紀の後半に英米で同時に翻訳された聖書では、

   と    のように、慣用句を用いず現代の英語

に合わせた訳語になっています。  を新訳で使えば意味を取り間違える可



能性もあると考えられたのかもしれません。 

 

   

               

        

 

     

                

       

 

     

                

       

 

（『聖書新改訳』  なぜなら、神の国は飲み食いのことではなく、義と平

和と聖霊によるよろこびだからです。） 

 

このように、聖書では隠喩的な意味を示す    が慣用的に使われ

てきましたが、 世紀後半の新訳ではそのままその表現が継承されず現代にふ

さわしい語  や  に訳され、それがメタファーとなっています。 

 

 

 チョーサーにおける    

 

本論のはしがきに述べましたように、「序の詩」に登場する郷士の家に雪のよう

に降る食べ物と飲み物を示すために    が使われていました。チ

ョーサーでは、聖書と違って文字通りに近い用法で用いられています。ただし、

比喩的に使われる慣用句的表現を十分に予期させるものです。つまり、チョー

サーのような作家はいつも言葉を有機的に利用する才能を持っています。 

 

           

           

（今夜は食物、飲み物をお前に十分なだけ持って来てやる。またお前に十分な

寝具を持って来てやろう。） 

 

アルシーテがパラモンに対して言うせりふです。ここでは   は文字



通り「食物、飲み物」を意味しています。 

 

       

       

         

             

（そしてすぐに、これ以上言うまでもなく、ニコラスはもはやそれ以上待とう

ともせずに、こっそりと彼の部屋に一、二日分の食糧や飲み水を運び込みます。） 

 

大工の妻アリスンと関係を結ぶニコラスが部屋に閉じこもるときに、

  （食糧や飲み水）を持ち込む場面です。ここでも文字通りの意

味で使われています。 

 

        

            

          

（だが、特にお願いだが、親愛なる宿のご主人、何か食べ物と飲み物を持って

きてわれわれを元気にしてくれませんかね。僕らはほんとに全部払うから。） 

 

 

 ディケンズの としての    

 

山本博士は、次の引用文のようにディケンズのイディオムに説明しておられま

す。ディケンズの言語に、シェイクスピアと並んでかなりたくさんの引用文を

提供してきました聖書に目を向けなければなりません。同じように、もともと

聖書の言語として使われたのですが、今では聖書のことを連想させなくなって

しまいました所謂といわれます表現を識別する必要があります。次のような語

句がこのようなセットフレイズに属しています。 

 

                 

           

             

              

          

                                     

                  



                

               

                

                 

    

 

最初の引用文は、『ハード・タイムズ』に登場するバウンダビーが意気揚々と

話すせりふです。「まず第一に、あんたにはこの町の煤煙が見えよう。それは、

わしらにとって生きる楽しみともいうべきもんなんじゃよ。」（山村、竹村、田

中訳『ハード・タイムズ』より） 

次の引用文は、『互いの友』の冒頭の章に使われているもので、日常生活での

生活に最小限必要な生活の糧を表しています。「え、ええ、いやよ、父さん」「て

めえの食いぶちじゃねえってみてえにな。てめえが食ったり飲んだりしてるや

つじゃねえってみてえにな」（田辺洋子訳『互いの友』より） 

 

結局、ディケンズの    は、現実に存在する食べ物と飲み物のよ

うな「生きる楽しみ」や生活手段を意味するメタファー（隠喩）として使われ

ています。前者では   （この町の煤煙）が生きる楽しみになり、後者

では川の顔を見ることが生活手段ということになります。ただし、ディケンズ

の    は他にも用例が見られますので、  一語だけの例を含

めて、今後の研究課題とします。また、ディケンズ以外のテクストにも

    が多く使われています。ディケンズの英語らしさを見出すた

めに、そのような例も含めて    の意味論的な研究を継続的に続

けていきます。 

 

 

 おわりに 

 

このように、チョーサーからディケンズへのメタフォリカルなワードペアの用

法について、   を例にとって見てきました。このように 世紀か

ら 世紀まで約 年も経過していくうちに、文字通りに近い意味から、字義を

感じさせながらも比喩的な意味に変化していることがわかりました。さらに、

ディケンズの作品においても書かれた時期によってはメタファーの意味合いが

異なります。つまり、いつも念頭においておかなければならないと思われます

ことは、どの時代のテクストを目の前にしましても、たえずその用法について

その周りに存在している様々な文脈を客観的に深く読み解くことです。 


